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一般質問通告表
平成31年第2回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

1 20分 宮城　一郎（社民・社大・結連合） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 県天然記念物宮古馬の保存の取り組みについて

(1) 昨年12月、週刊誌において宮古馬の虐待死について報道された。県教育委員会が把握
するところを伺う。

2 日本国際貿易促進協会主催の訪中代表団について

(1) ４月に予定されている第45回訪中代表団への玉城デニー知事の参加について伺う。

(2) これまでの成果について伺う。

3 大型ＭＩＣＥ施設について

(1) 県独自予算による整備への判断となった経緯を伺う。

4 米海兵隊普天間基地の５年以内の運用停止について

(1) 2014年９月25日、当時の米太平洋軍司令官のロックリア大将が、普天間基地の５年以内
の運用停止について、「日本政府からまだ提案されていない」とコメントした。その後、今
日に至るまで、日本政府から同提案がなされたのか伺う。

5 「在日米軍及び海兵隊の意義・役割」について

(1) 当該パンフレットについて概要を御紹介いただきたい。

6 「防衛・安全保障は国の専権事項」について

(1) 根拠法を伺う。

7 米軍関連事件について

(1) 2018年６月発生の数久田流弾事件について、沖縄県警察の把握するところを伺う。

(2) 2018年12月発生の嘉手納基地所属空軍兵の拳銃所持脱走事件について、沖縄県警察
の把握するところを伺う。

8 我が会派の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
平成31年第2回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

2 20分 比嘉　瑞己（日本共産党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 辺野古新基地建設について

(1) 沖縄防衛局による地盤改良工事の報告書について県の見解を問う。

ｱ 環境への影響

ｲ 完成時期と総工事費用

2 米軍基地の負担軽減について

(1) 東村高江ヘリパッド供用開始からの騒音・低周波被害について

(2) ヤンバル地域への環境影響について見解を問う。

3 日米地位協定の抜本改定について

(1) 新年度における沖縄県の取り組みについて

(2) 日米合同委員会の議事録・合意事項の公表を求めるべきである。

4 石垣島陸上自衛隊配備計画について

(1) 自衛隊施設建設がもたらす水環境への影響について、見解を問う。

(2) 改正された環境影響評価条例の意義について

5 子供の貧困対策について

(1) パーソナルサポート事業の実績について

(2) 沖縄県国際交流・人材育成財団の役割と新規貸与者の推移について

6 教師の多忙化について

(1) 教師の長時間勤務について実態と見解を問う。

(2) 部活動指導員の導入計画について

7 渡名喜村の振興について

(1) 伝統的建造物保修事業の実績と現状について

(2) 渡名喜漁港の整備計画について

8 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成31年第2回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

3 20分 西銘　純恵（日本共産党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 ２回目の米朝首脳会談を受けての知事の見解を問う。

2 子供の貧困対策について

(1) これまでの県の取り組みで子供たちや県民に希望が広がっていると思うが、知事の認識
を伺う。就学援助率の向上、学童クラブの利用料補助などの成果と今後の取り組みを伺
う。

(2) 乳幼児期の調査結果はどうなったか。今後の対応策について伺う。

(3) 市町村によって就学援助率に格差があるが、援助率の引き上げと格差をなくすために拡
充すべきだが対応について

(4) ひとり親家庭の高校生のバス賃補助の実績と利用者の声について、19年度の対象人数
など計画を伺う。

3 子供の放課後が安全で健やかな成長の場となっている学童クラブの支援について

(1) 学童クラブ利用人数と待機児童は何人いるのか、全国と比べてどうか。学童クラブ数と公
的施設利用数、公的施設の増設計画と支援拡充について

(2) 支援員の正規雇用率、平均勤続年数と平均給与額を伺う。処遇改善策はどうなっている
か。

(3) 政府は、学童クラブの支援員を従うべき基準から参酌基準に閣議決定した。専門知識や
技能を有していなくても、１人体制でもよいとする改悪であり、県は従来の基準を堅持す
べきである。見解を求める。

4 教育行政について

(1) 当時の教育長は、小中学校の教員を全国並みの正規雇用率にすると議会答弁をして、５
年間で1500人の教員採用を計画したが、どうなったか。現在までの採用人数と正規雇用
率を伺う。今後の対応はどうか。

(2) 美咲特別支援学校は過大校になって、５年前に適正規模にするため、はなさき分校を設
置したが、両校とも定数に対して生徒数はどうなっているか。中部地域に特別支援学校を
増設すべきだが対応を伺う。

(3) 大平特別支援学校について

ｱ 通学路は歩道が狭く、生徒の登下校に危険な道路である。学校から歩道の拡幅要望が
何度か出されたようだが、どう対応したのか。急ぎ対策すべきではないか。

ｲ 大平特別支援学校からパイプラインへの出入りの際、渋滞しているパイプラインへの進
入がなかなかできずに学校関係車両などが困難を来している。パイプライン側に引かれ
ていた白線が廃止されたためだが、緑の「おゆずり区間」などの対策で解決できるので
はないか、対応を伺う。

ｳ 厨房にクーラーがなく、調理員が体調不良になって休むなど健康にかかわる事態であ
る。設置を求める要請があるが、設置を急ぐべきではないか。

(4) 制服の自由選択制についての見解、実施している高校はどこか。中学校、高校での実施
を拡大することについて対応を伺う。

5 住宅行政について

(1) 県営住宅の入居募集に対する応募者数はどうなっているか。県営住宅の新設が必要だと
思うが、計画はどうなっているか。
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(2) 高齢者世帯、障害者世帯、子育て世帯、低所得世帯などの住宅確保が困難な世帯に対
する公営住宅の確保はどうなっているか。

(3) 住宅確保が困難な世帯の入居を拒まないセーフテイーネット住宅の登録は、全国と沖縄
はどれだけか。保証人のいない高齢者の住宅確保は重要な課題と思うが、対策を伺う。

6 高齢者福祉について

(1) 加齢による難聴者の補聴器購入について、政府に公的補助制度の要請を行い、県独自
の補助制度も実施することについて

(2) 特別養護老人ホームの待機者と整備計画を伺う。

(3) ひとり暮らしの車椅子生活の障害者が介護認定を受けられないで悲鳴を上げている。要
支援者が入居できる施設はあるのか、県内の整備状況はどうなっているか。

7 児童虐待の根絶に向けて

(1) 野田市の小４少女の虐待死亡事件は、助けを求める少女の命を救えなかった痛恨の思
いである。知事の思いはどうか。県は何を教訓にするのか。

(2) 県の児童虐待相談は全国と比べてどうか。ＤＶと児童虐待は関連しているとの指摘がある
が、児童相談所の職員体制について抜本的に増員を図るべきではないか。

8 伊平屋空港建設の進捗状況を伺う。

9 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成31年第2回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

4 20分 平良　昭一（おきなわ） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 基地問題について

(1) 普天間飛行場の返還について

ｱ 約束をほごにされ返還されない状況に対する県の考え方を伺う。

ｲ 今後の政府への対応、交渉のあり方をどう考えているか伺う。

(2) 辺野古新基地について

ｱ 軟弱地盤の存在を国会で正式に政府は認めたが、それについて県の考え方を伺う。

ｲ 政府は改良工事でくい７万6000本を打ち込むことを検討していると聞くがその認識につ
いて伺う。

ｳ 辺野古県民投票の結果を受けて、県の考え方と今後の方針を伺う。

2 知事の政治姿勢について

(1) 辺野古新基地建設強行は憲法にうたう地方自治に反するなどとして、元参議院議員が首
相を相手に刑法の内乱罪で最高検察庁に告発したが、その件に対して知事の見解を伺
う。

(2) 宿泊税についての考え方と課題について伺う。

(3) 北部基幹病院について

ｱ 協議会の内容について伺う。

ｲ 経営形態の概要と基本的枠組みに関する合意書の内容について伺う。

ｳ 合併後の沖縄県とのかかわりについて伺う。

(4) 国営公園管理費について

ｱ これまでの体系との具体的な違いと、メリット・デメリットはどうなっているのか伺う。

ｲ 地域還元策等の考え方はあるのか伺う。

(5) 北部地域交通体系基本計画の課題と推進について伺う。

(6) 伊是名、伊平屋行政視察について課題と対策について伺う。

3 教育関係について

(1) 中・高校生通学無料化に向けた政策推進について伺う。

(2) 小中学校のスクールバス運用について

ｱ スクールバス利用に市町村間で無料・有料の違いがあるが、その理由について伺う。

ｲ スクールバス事業は交付税措置の対象であるとの認識だが状況を伺う。

(3) 本県の私立通信制高校について

ｱ 県内で認可した私立通信制高校は４校だが、その運営状況を聞きたい。

ｲ 就学支援の現状と課題等について伺う。

4 県内の青色回転灯のパトロール車活動について

(1) 県内の状況と台数について伺う。

(2) 意義と効果について伺う。

(3) 地域との連携は十分か伺う。
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5 企業主導型保育事業について

(1) 本事業が創設されてから３年が経過し、さまざまな問題が浮上してきているが、県の考え
方と方針を伺う。

(2) 質の確保、事業の継続性の確保について伺う。

(3) 自治体との連携について伺う。

(4) 指導・監査、相談支援の状況を伺う。

6 北部看護学校公立化について県の考え方を伺う。

7 ５月から新元号がスタートするが、その対策は十分できているか伺う。

8 我が会派の代表質問との関連について



7

一般質問通告表
平成31年第2回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

5 20分 崎山　嗣幸（社民・社大・結連合） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 辺野古新基地の是非を問う県民投票結果への知事見解を伺う。

(2) 2013年安倍首相と仲井眞元知事が約束した「普天間基地の５年以内運用停止期日」の２
月18日が過ぎた。当時私たちは、「埋め立て承認を得るための取引」をしたのかと問いた
だしたが、仲井眞元知事は、「総理が約束したことなのでこれ以上はない」と答弁をしてい
る。なぜ、安倍首相は県との約束を守らないのか知事見解を伺う。

(3) 政府は「新防衛計画大綱」の中で護衛艦（いずも）を攻撃型空母に改修する狙いや最新
鋭ステルス戦闘機Ｆ35等を購入し、防衛予算は過去最高の27兆円と膨らんでいる。明ら
かに専守防衛を逸脱し、軍拡路線へ突き進もうとしている。今、軍事力に頼らない平和外
交への努力が求められている。知事見解を伺う。

(4) 政府は10月から消費税を10％に増税しようとしている。格差が拡大する中、社会的弱者
の生活に打撃を与えるので断固反対である。富裕層、大企業を優遇する不公平税制を抜
本的に改革することが先である。知事見解を伺う。

(5) 水道法が改正され水道事業の運営権を民間に委託する方式が導入される。安全な水の
安定的供給や料金高騰、災害時対応など多くの不安、懸念事項が山積している。沖縄県
の対応と見解を伺う。

2 平和行政について

(1) 総務省が1997年から2009年度に作成した「全国戦災史実調査報告書」に沖縄戦の戦災
記録が抜け落ちていた。那覇市の10・10空襲、対馬丸撃沈被害、児童学童疎開、戦災孤
児等が記録されてなく沖縄を除く「46都道府県」の調査記録報告書となっている。県は、
2015年11月総務省に戦災記録の盛り込みを要請し、総務省は県と協力し記録を残してい
きたいと前向きな返事をしている。すでに４年も経過しているが、その後記録記載はなされ
ているか伺う。

(2) 県は新年度から平和事業を強化するとして、女性力・平和推進課を発足するとのことだ
が、沖縄戦の継承事業など内容を伺う。

3 臨時・非常勤職員について

(1) 地方公務員法及び地方自治法が改正され、臨時・非常勤職員が会計年度任用職員に移
行する。この法改正の趣旨は、全国の自治体に臨時・非常勤職員が約64万人存在してい
る。そして、地方行政の重要な担い手として勤務しており、任用、勤務条件を適正に確保
することを目的としている。期末手当の支給や給与、権利など待遇改善が図れることに期
待されている。

ｱ 法の趣旨を伺う。

ｲ 沖縄県の臨時・非常勤職員の部局別実数と待遇（給与・一時金・権利）を伺う。

ｳ 県条例の予定と実施時期を伺う。

4 水産業について

(1) 漁業法改正の問題と対応策を伺う。

(2) 日台漁業協定の見直しの取り組みを伺う。

(3) 沖縄漁業のパラオでの操業確保はどうなっているか伺う。

(4) 糸満漁港での高度衛生管理型荷さばき施設の整備及び那覇市泊市場の整備計画の進
捗を伺う。



8

5 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成31年第2回沖縄県議会(定例会)

02月28 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

6 20分 玉城　　満（おきなわ） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 知事の行革の目玉について伺う。

(2) 知事のアジア経済戦略におけるトップセールスについて伺う。

(3) 県民所得向上に向けた取り組みについて伺う。

2 文化観光関連について

(1) 那覇空港関連について

ｱ 民営化に対する県の見解を伺う。

ｲ 国際線の整備について伺う。

ｳ 交通アクセスの現状と課題について伺う。

(2) 観光関連について

ｱ 外国人観光客数の現状と今後の推移について伺う。

ｲ 離島観光の現状と課題について伺う。

ｳ クルーズ船対応の現状と課題について伺う。

(3) 文化関連について

ｱ 琉球歴史文化の日制定について伺う。

ｲ 組踊300年の対応について伺う。

ｳ 民謡協会組織の統合に向けた取り組みについて伺う。

3 県外事務所関連について

(1) 外国に設置した県事務所の役割、現状と課題について伺う。

4 ＩＴ関連について

(1) Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0の取り組みについて伺う。

(2) ＡＩ・ＩｏＴの取り組みについて伺う。

5 我が会派の代表質問との関連について


